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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人光産業技術振興協会(OITDA)から

DVD フォーラムの DVD Specifications for Read-Only Disc－Part 2: FILE SYSTEM SPECIFICATIONS を基に

作成した工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を

経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。 

JIS X 0610 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（規定）DVD-Video ディスク及び DVD-Audio ディスクの要件 

附属書 B（参考）ボリューム及びファイル構造の読出し方法 

附属書 C（参考）起動レコードをもつブリッジボリューム認識列 

附属書 1（参考）参考文献 
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日本工業規格          JIS 
 X 0610：2006 
 

DVD-再生専用ディスクのボリューム構造 
及びファイル構造 

Volume and file structure of DVD read-only Disc 
 

序文 この規格は，1996 年に DVD フォーラムから発行され，2001 年 8 月までに Supplement として改訂さ

れた DVD Specifications for Read-Only Disc－Part 2: FILE SYSTEM SPECIFICATIONS を基に作成した日本工

業規格である。 

 

1. 一般  

1.1 適用範囲 この規格は，DVD-再生専用ディスク用のボリューム構造及びファイル構造として，ブリ

ッジフォーマットを規定する。この規定によって，DVD 専用プレーヤ及びコンピュータシステム利用者の

間の DVD-再生専用ディスクによる情報交換が可能になる。このブリッジフォーマットは，JIS X 0609 及

び JIS X 0606（ISO 9660）に従う。 

JIS X 0609 は，JIS X 0607（ISO/IEC 13346）の規定の部分集合を定義することによって，データ交換を

最大限に行い，JIS X 0607 を実装するための費用及び複雑性を最小限に抑える。この規格 JIS X 0610 は，

これを DVD-再生専用ディスクに適用するために，JIS X 0609 に幾つかの制限及び条件を付け加えている。

これらの制限及び条件によって，DVD 専用プレーヤの設計を容易にする。 

このブリッジフォーマットは，JIS X 0606 と互換性のあるボリューム構造及びファイル構造をもつこと

によって，既存のコンピュータシステムにおいても容易に実装できる。 

“DVD-Video/Audio 適合”範囲は DVD-Video 規定及び DVD-Audio 規定の両方に関して，ブリッジフォ

ーマットの上で定義される。DVD-Video/Audio 適合範囲は，ブリッジフォーマットを使用する際のボリュ

ーム構造及びファイル構造のパラメタ欄に幾つかの制限を規定する。これは，オペレーティングシステム

（OS）からの独立性を保ち，DVD-Video ディスク及び DVD-Audio ディスクのデータ構造を単純化する。 

1.2 引用規格 次の規格等は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。

これらの引用規格のうちで，発効年又は発行年を付記してあるものは，記載の年の版だけがこの規格の規

定を構成するものであって，その後の改正版・追補は適用しない。 

JIS X 0201:1997 7 ビット及び 8 ビットの情報交換用符号化文字情報集合 

備考 ISO/IEC 646:1991  Information tecnology － ISO 7-bit coded character set for information 

interchange からの引用事項は，この規格の該当事項と同等である。 

JIS X 0606:1998 情報交換用 CD-ROM のボリューム構造及びファイル構造 

備考 ISO 9660:1988  Information processing－Volume and file structure of CD-ROM for information  

interchange からの引用事項は，この規格の該当事項と同等である。 

JIS X 0607:2001 非逐次記録を用いる追記形及び書換形の情報交換用媒体のボリューム及びファイル

の構造 


